
研究タイトル︓癌細胞の分⼦夾雑環境の再構築に基づく難治癌の個別化薬物療法の診断基盤

の構築 
 

所属・⽒名︓東北⼤学⼤学院薬学研究科 講師 内⽥ 康雄  
 

専⾨領域︓分⼦薬剤学、中枢関⾨科学  
 

ホームページのアドレス︓

http://www.pharm.tohoku.ac.jp/~soutatsu/dds/profile/uchida.htm 
 

研究紹介︓難治癌の克服には、患者個別に最適な治療薬を精度よく選択できるシステ

ムを構築することが必須である。がん細胞における薬効を制御する酵素・受容体・ト

ランスポーターの in vivo での活性を構成する要素を解明し、これら要素の積み上げ

によって in vivo の癌細胞内の酵素・受容体・トランスポーターの活性を再構築し、

分⼦夾雑系である「癌細胞における薬効に関与する分⼦システム」を解明し、患者個

別に薬効の予測および最適薬剤の選択を可能にする診断基盤を構築することを⽬的

とする。この達成によって、薬剤学と薬理学とオミクスを融合させた新学問領域「シ

ステムズ薬剤学」を構築する。 
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